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地
区
で
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
に
合
わ
せ
た

旗
が
、
秋
風
に
ひ
る
が
え
る
。
地
元
で

は
山
笠
の
飾
り
付
け
と
囃は

や
し子

の
練
習
に
余
念
が

な
い
。
10
月
14
日
、金
田
稲
荷
神
社
神
幸
祭
初
日
。

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
盆
正
月
に
も
会
え
な

い
、
遠
く
離
れ
た
友
が
こ
の
日
の
た
め
だ
け
に
帰

っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
祭
り
で
あ
る
。

　

１
２
０
０
年
近
い
歴
史
が
あ
る
稲
荷
神
社
、
境

内
に
は
銀い

ち
ょ
う杏
の
大
木
が
数
本
あ
る
。
戦
国
時
代

に
こ
の
神
社
が
焼
か
れ
た
際
、
御ご

し
ん
た
い

神
体
を
銀
杏
の

根
元
に
埋
め
て
難
を
逃
れ
、
後
に
再
建
し
た
と
い

う
。
祭
り
の
開
幕
を
飾
る
獅し

し

が

く

子
楽
は
、
社
殿
と

お
よ
そ
正
面
に
そ
び
え
る
銀
杏
と
の
間
で
舞
わ

れ
る
。
昼
過
ぎ
に
山
笠
６
基
と
、
そ
ろ
い
の
法は

っ
ぴ被

に
身
を
包
ん
だ
祭
り
人
が
、
続
々
と
神
社
前
に

集
ま
っ
て
き
た
。
金
田
一
区
伝
統
芸
能
保
存
会
に

よ
る
獅
子
楽
が
、
こ
こ
で
盛
大
に
奉
納
さ
れ
た
。

　

ま
も
な
く
し
て
神み

こ
し輿
が
御お

た
び
し
ょ

旅
所
ま
で
の
「
お

下く
だ

り
」
に
つ
く
。
御
旅
所
で
は
巫み

こ女
が
舞
い
、
獅

子
が
舞
う
。
翌
日
の
「
お
上の

ぼ

り
」
も
同
じ
よ
う

に
奉
納
さ
れ
る
。
神
幸
祭
は
勇
壮
な
山
笠
に
目

が
行
き
が
ち
だ
が
、
こ
の
祭
り
は
、
数
百
年
の
伝

統
を
守
る
舞
が
彩
り
、互
い
を
際
立
た
せ
て
い
く
。

伝
統
の
舞
で
際
立
つ
祭
事
10月14日-15日

金
田
稲
荷
神
社
神
幸
祭

各

【一区】「祭りで角が立たないように」と
区長から「豆腐渡し」が行われ、いざ出発。

【上金田】地元の獅子舞披露で勢いに乗
る上金田。作り込まれた開きが美しい。

【神事】獅子や巫女、愛ら
しい稚児たちも舞う神幸祭。
山笠が集まる鳥居前も参道
も、人であふれかえった。

【六区】真っ赤な炎が燃えさかる本能寺の
変。そろいの法被も赤く燃えさかる。

【平原】豪華絢爛で金細工が細やかな平
原は、見上げるほどの高さが特長。

【町部】地元商店街をさっそうと行く。鮮
やかなブルーのボンカンがきらめく。

【宝見】近づけば近づくほど迫力満点。み
んなの目を引く巨大な鬼はなんと手作り。

静
と
動
、
厳
か
に


